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発
  行
  日
：
平
成
31年

3月
1日
 （
通
巻
721号

）
編
集
･発
行
：
か
つ
ら
ぎ
町
役
場
総
務
課

人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－44人

１月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

16,926人
7,979人
8,947人
7,200世帯

１月のうごき
出生
死亡
転入
転出

5人
28人
14人
35人

（平成30年9月28日生まれ）

あ　ゆ丁ノ町の
木下 佐知さん・愛悠ちゃん

　11月10日　11月10日（日）（日）に天野地区で開催されに天野地区で開催され
る「ねんりんピックオリエンテーリンる「ねんりんピックオリエンテーリン
グ交流大会」に全国から参加されるグ交流大会」に全国から参加される
方々をおもてなしの心で温かく歓迎す方々をおもてなしの心で温かく歓迎す
るとともに、大会の運営についてお手るとともに、大会の運営についてお手
伝いいただくボランティアを募集しま伝いいただくボランティアを募集しま
す。す。

　11月10日（日）に天野地区で開催され
る「ねんりんピックオリエンテーリン
グ交流大会」に全国から参加される
方々をおもてなしの心で温かく歓迎す
るとともに、大会の運営についてお手
伝いいただくボランティアを募集しま
す。

活動内容　来場者の受付・案内、式典などの運営補助、
　　　　　会場内での接待、弁当の配付、選手チーム
　　　　　の歓送迎など
活動日時　11月10日（日）午前８時～午後５時
応募要件　申し込み時点で高校生以上の方
募集期間　３月１日（金）～４月30日（火）
申込方法　申込書にて持参・郵送などにより申し込み
活動場所　天野地区内
　　　　　（丹生都比売神社周辺および天野地域交流
　　　　　　センターほか）
そ の 他　無報酬で、交通費は自己負担となります。
　　　　　詳細は、お問い合わせください。

「お姉ちゃんと仲良くね」

オリエンテーリング交流大会

ボランティア募集！

ORIENTEERING

かつらぎ町では、
11月10日（日）に天野の里で
オリエンテーリング交流大会が

開催されます。

問い合わせ　健康推進課長寿社会係（内線６０２０）



今月の主な内容

月号
平成31年（2019年）第721号
3

●町発足60周年記念式典開催 　　　　　　 ２～３
●皆さんが企画するまちづくり事業を支援　４
●人権作文　　　　　　　　　　　　　　　８
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　９～11
●３月のお知らせ　　　　　　　　　　　　12～13
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　14
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　15～17
●ねんりんピックボランティア募集　　　　18
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町
発
足
60
周
年
記
念
式
典
開
催

町
発
足
60
周
年
記
念
式
典
開
催

　

昭
和
33
年
７
月
１
日
に
、
伊

都
町
・
妙
寺
町
・
見
好
村
が
合

併
し
、
か
つ
ら
ぎ
町
が
発
足
し

て
以
来
、
平
成
30
年
で
60
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念

式
典
が
、
２
月
10
日（
日
）、
総

合
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

華
や
か
な
祝
い
太
鼓
の
後
、
豊

岡
副
町
長
の
開
式
宣
言
で
幕
を

開
け
、
国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
本
町
長
の
式
辞
、
新
堀
議

長
の
挨
拶
に
続
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
町
に
貢
献
さ
れ
た
方

々
に
、
町
表
彰
規
定
に
基
づ
い

て
、
表
彰
状
と
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
、
各
方
面
か
ら
お
越
し
い

た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
式
典
に
花
を
添
え
て

い
た
だ
い
た
笠
田
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
吹
奏

楽
演
奏
が
行
わ
れ
、
中
前
自
治

区
長
会
会
長
に
よ
る
閉
式
宣
言

と
万
歳
三
唱
に
よ
り
、
式
典
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

新
城

丁
ノ
町

花
園
梁
瀬

新
城

東
谷

浦　
　
　

富　

一

川　

﨑　
　
　

宏

坪　

井　

利　

博

西　

坂　

久　

典

向　

井　

友　

啓

表
彰
者 

《
敬
称
略
》

地
方
自
治
振
興
（
自
治
活
動
）

妙
寺

佐
野

笠
田
東

大
谷

萩
原

佐
野

佐
野

妙
寺

三
谷

草　

田　

英　

嗣

小　

林　

廣　

澄

武　

井　

建　

登

中　

川　

雅　

司

平　

原　

英　

明

藤　

井　

幹　

雄

松　

本　

公　

望

守　

内　

淑　

陽

森　

川　

幾　

生

地
方
自
治
振
興
（
行
政
委
員
）

丁
ノ
町

丁
ノ
町

妙
寺

笠
田
東

花
園
中
南

東
渋
田

嵐　
　
　

佳
代
子

嵐　
　
　
　
　

宏

泉　
　
　
　
　

昭

大　

浦　

達　

雄

尾　

上　

時　

一

柏　

田　

文　

代

紀
の
川
市

佐
野

兄
井

丁
ノ
町

西
飯
降

笠
田
東

大
谷

大
薮

西
飯
降

妙
寺

妙
寺

笠
田
東

柏
木

蛭
子

妙
寺

妙
寺

東
渋
田

清　

水　

俊　

博

髙　

木　

道　

雄

髙　

嶋　

眞
智
子

多　

良　

千　

春

中　

谷　

宏　

子

西　

畑　

育　

子

堀　
　
　

照　

子

前　

田　

榮　

子

松　

岡　

脩　

平

溝　

端　

眞　

弓

溝　

端　

洋　

子

宮　

本　

圭　

子

森　

口　

美　

春

保　

田　

明　

弓

薮　

本　

多
惠
子

吉　

田　

武　

治

吉　

村　

正　

樹

社
会
福
祉

大
谷

東
渋
田

寺
尾

兄
井

大
谷

志
賀

中
飯
降

大
薮

柏
木

西
渋
田

萩
原

教
良
寺

東
渋
田

消
防
・
水
防

磯　

部　

尚　

紀

内　

田　

欽　

也

木
多
浦　
　
　

均

楠　
　
　
　
　

明

清　

水　

良　

一

下　

林　

正　

明

堂　

本　
　
　

進

中　

村　

敏　

彦

前　

田　

嘉　

久

南　
　
　

郁　

也

宮　

本　

暑　

夫

向　

井　

由　

明

安　

井　

仁　

志
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萩
原

佐
野

佐
野

丁
ノ
町

妙
寺

新
田

中
飯
降

短
野

新
城

東　
　
　

智
珠
子

岩　

本　

千
津
子

小　

川　

喜
美
子

木　

下　

喜
世
幸

齋　

藤　
　
　

文

田　

村　

良　

子

前　

田　

貞　

代

溝　

端　

惠　

子

安　

武　
　
　

史

花
園
中
南

笠
田
東

志
賀

東
渋
田

妙
寺

上
天
野

岩
出
市

大
薮

広
口

新
田

妙
寺

笠
田
東

東
谷

佐
野

中
飯
降

阪　

本　
　
　

覺

新　

堀　

行　

雄

谷　

内　

喜
一
郎

谷　

澤　

英　

治

中　

谷　
　
　

保

丹　

生　

晃　

一

西　

脇　

正　

宜

畠　

山　

英　

司

福　

本　

宗　

治

前　

田　

佳　

昭

松　

林　

延　

忠

溝　

上　

茂　

彦

向　

井　

聖　

順

森　

田　
　
　

剛

森　

本　

和　

洋

保
健
・
衛
生

大
谷

三
谷

柏
木

草　

田　

蒼　

太

楠　
　
　

サ
ヨ
コ

下　

林　

開　

吾

教
育
振
興

佐
野

楠　

本　

哲　

嗣

青
少
年
健
全
育
成

大
薮

花
園
久
木

堀　

田　

治　

雄

松　

谷　

臣　

康

治
安
維
持

岐
阜
県

東
京
都

浦　

田　

益　

之

平　

野　

雅　

昭

公
益
私
財
寄
付

蛭
子

中
飯
降

中
飯
降

笠
田
東

笠
田
東

丁
ノ
町

榎　
　
　
　
　

晁

尾　

崎　

忠　

男

野　

口　

修　

造

藤　

岡　

稔　

忠

宮　

本　

宜　

宥

森　

岡　

壯　

太

交
通
安
全

奈
良
県

笠
田
東

下
天
野

和
歌
山
市

笠
田
東

文
化
振
興

柏
木

佐
野

中
飯
降

高
田

岡　

本　

廣　

美

東　

畑　

幸　

子

森　

岡　
　
　

馨

山　

本　

光　

子

体
育
振
興

花
園
久
木

東
渋
田

妙
寺

西
飯
降

丁
ノ
町

中
飯
降

新
田

背
ノ
山

笠
田
中

朝　

本　

校　

央

池　

田　

常　

男

池　

田　

雅　

次

井　

本　

一　

行

岡　

本　

壽　

夫

橿　

山　

濵　

子

木　

村　

和　

生

阪　

口　

剛　

啓

坂　

口　

裕　

則

産
業
振
興

笠
田
中

下
天
野

妙
寺

下
天
野

大
谷

兄
井

感
謝
状
贈
呈
者《
敬
称
略
》

地
方
自
治
振
興

喫
茶
あ
い
あ
い

点
字
サ
ー
ク
ル
あ
す
な
ろ

ひ
ま
わ
り
キ
ッ
ズ

友
愛
電
話
こ
だ
ま

朗
読
山
び
こ

社
会
福
祉

よ
み
き
か
せ
の
会
プ
ー
さ
ん

教
育
振
興

か
つ
ら
ぎ
町
観
光
農
園
連
絡

協
議
会  

 

か
つ
ら
ぎ
町
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会 

 

一
般
社
団
法
人　

道
の
駅
紀

の
川
万
葉
の
里 

産
業
振
興

　

式
典
終
了
後
、
総
合
文
化
会

館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
か

つ
ら
ぎ
町
発
足
60
周
年
記
念
事

業
「
か
つ
ら
ぎ
町
を
元
気
に
す

る
地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
和
歌

山
大
学
観
光
学
部
教
授　

藤
田

武
弘
氏
よ
り
「
観
光
を
め
ぐ
る

新
た
な
潮
流
と
地
域
再
生
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
四
郷
地
域
、
天
野

地
域
、
新
城
地
域
の
過
疎
集
落

寄
合
会
代
表
に
よ
る
活
動
報
告

や
、
「
か
つ
ら
ぎ
町
を
元
気
に

す
る
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
か
つ
ら
ぎ
町

全
体
の
将
来
に
向
け
た
、
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

なお、このシンポジウムは全国モーターボート競走施行
者協議会からの拠出金を受けて実施したものです。

長　

田　

寛　

康

田　

村　

和　

士

古　

谷　

敏　

晴

牧　

田　

り
ゑ
子

南　
　
　

隆　

男

（故）

山　

本　

惠　

章

赤　

阪　

岩　

男

大　

原　

清　

明

田　

和　

弘　

滿

西　

林　

武　

仁

堀　
　
　

龍　

雄

（故）
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皆
さ
ん
が
企
画
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
支
援
し
ま
す

　

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

住
民
自
ら
が
企
画
し
実
施
す
る
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
を
募
集
し
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
審
査
を
行
い
、
決
定

さ
れ
た
事
業
に
対
し
て
は
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
募
集
事
業

　

町
の
活
性
化
お
よ
び
発
展
に

つ
な
が
る
営
利
を
目
的
と
し
な

い
も
の

①
広
域
交
流
促
進
事
業

　

広
域
的
な
交
流
人
口
の
拡
大

に
繋
が
る
地
域
振
興
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
事
業

②
地
域
活
動
支
援
事
業

　

地
域
活
動
組
織
の
育
成
強
化

に
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業○
健
康
・
福
祉
の
推
進
の
た
め

の
事
業

○
地
域
文
化
の
継
承
ま
た
は
活

用
の
た
め
の
事
業

○
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

○
人
材
育
成
事
業

○
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

の
事
業

○
新
た
な
文
化
・
芸
術
活
動
の

創
造
の
た
め
の
事
業

○
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の

事
業

※
今
年
度
か
ら
、
移
住
・
定
住

促
進
の
た
め
の
事
業
に
限
り
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

不
特
定
多
数
の
方
か
ら
事
業
実

施
の
た
め
の
寄
付
を
募
る
）
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
選
択
す
る
に
は
、
補
助
対
象

経
費
か
ら
収
益
を
除
い
た
金
額

が
１
０
０
万
円
を
超
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
選
択
し
た
場
合
、
申
請
書
提

出
か
ら
事
業
着
手
ま
で
、
４
〜

６
カ
月
程
度
の
期
間
を
要
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
で
き
る
団
体

　

町
内
を
活
動
拠
点
と
し
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
目

的
と
し
な
い
団
体

○
構
成
員
数
が
５
人
を
超
え
る

団
体

○
町
の
他
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
団
体

◆
募
集
期
間

◆
補
助
金
の
内
容

・
３
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

・
７
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）

◆
提
出
書
類

・
事
業
計
画
書

・
収
支
予
算
書

・
会
則
、
規
約
お
よ
び
構
成
員

の
名
簿
な
ど

※

様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
審
査
お
よ
び
決
定

　

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
補
助
金
額
お
よ
び
交
付

団
体
を
決
定
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
実
施
す
る
場
合
、
審
査
会
お

よ
び
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
関
す
る
審
査
双
方
を
通
過

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

審
査
委
員
会
委
員
募
集

　

住
民
団
体
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
事
業
に
つ
い
て
審
査
を
行
う

審
査
会
の
委
員
を
、
同
時
に
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数
お
よ
び
任
期

２
名
・
１
年　

※

た
だ
し
、
同
一
人
に
つ
い
て

は
、
３
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

応
募
資
格

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
、

満
20
歳
以
上
の
町
民
の
方

募
集
期
間

３
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

提
出
書
類

・
応
募
用
紙

・
自
己
Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
動
実
績

な
ど
を
２
０
０
字
〜
４
０
０
字

で
ま
と
め
た
も
の

※

そ
の
他
募
集
や
事
業
に
関
す

る
詳
し
い
内
容
・
申
請
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
「
か
つ
ら
ぎ
町
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
で
検
索
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
（
内
線
２
２
１

１
）

補助対象経費の２分の１以内、または補助対
象経費から収益を除いた額のいずれか低い方

補助対象経費の３分の２以内、または補助対
象経費から収益を除いた額のいずれか低い方

上記②の額に、クラウドファンディングで集
めた額を加算した額　※例外あり

上限50万円

上限50万円
※継続する３年間を限度

上限：補助対象経費から収
益を除いた額　※例外あり

①広域交流
　促進事業

②地域活動
　支援事業

クラウドファン
ディング選択事業

補助金額 申請限度

※同一年度において、１団体につき１回まで
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♡ご成婚お祝金贈呈♡
　かつらぎ町での婚活イベントをきっかけにご成婚された
お２人には、ご成婚お祝金３万円を贈呈します。
■要件 （すべてに該当すること） 
・かつらぎ婚活推進実行委員会が主催する婚活イベントに
　参加して出会い、結婚した夫婦 
・申請時点で町内に住民登録をし、居住している夫婦 
・夫婦のいずれかが、過去に祝金を受給していないこと 
■申請方法  
　下記書類をかつらぎ婚活推進実行委員会事務局（企画公
室）に提出してください。 
・申請書 （ホームページからダウンロード可能）
・婚姻受理証明書または戸籍謄本 ・住民票の写し 
■申請期限  
　参加した婚活イベントの翌々年度の３月31日まで

問い合わせ　企画公室まちづくり推進係（内線２２１１）

和歌山県議会議員一般選挙

３／　　 （金）29
告示日

４／　（日）７
投票日

届けよう！  みんなの声を県政へ！

投票時間  午前７時～午後８時（一部地域を除く）

◆期日前投票
期　間　３月30日（土）～４月６日（土）
時　間　午前８時３０分～午後８時
場　所　かつらぎ町防災センターまたは、かつらぎ町役場花園支所

　平成13年４月８日までに生まれた方で、平成31年３月28日現在、かつらぎ
町内に住所があり、引き続き３カ月以上住んでいる方。
※平成30年12月29日以降に県内市町村から転入された方で、県内の一つの市
　町村に引き続き３カ月以上住所を有したことがあり、その後も引き続き県
　内に住所を有する場合も投票できます。

◆かつらぎ町で投票できる方

問い合わせ　かつらぎ町選挙管理委員会（内線２０３２）

※投票所には、事前に送られてくる「投票所入場券」をご持参ください。

　11月24日（土）、天野地域交
流センター（ゆずり葉）で婚活
イベントが開催されました。
男性13名、女性11名の参加が
あり、地元食材を使った料理
教室やグループトークを通じ
て交流を深めました。最初は
緊張していた参加者の方も、
イベントが進むにつれて笑顔
で交流を楽しんでいました。

【婚カツ♡ラギ2018開催】
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申
込
資
格
（
１
号
館
）

①
入
居
申
込
時
の
年
齢
が
満
40

歳
以
下
で
、
同
居
親
族
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
、
婚
約
者
を
有

し
６
カ
月
以
内
に
婚
姻
す
る
こ

と
が
確
実
な
方

②
年
間
収
入
の
12
分
の
１
の
金

額
が
入
居
を
希
望
す
る
住
宅
の

家
賃
額
の
３
倍
以
上
あ
る
こ
と

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
本
人
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

申
込
書
配
布
期
間

　

３
月
４
日（
月
）〜
18
日（
月
）

申
込
書
受
付
期
間

　

３
月
11
日（
月
）〜
18
日（
月
）

※

配
布
、
受
付
と
も
に
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
を
除
く
）

必
要
書
類

①
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

②
所
得
証
明
書
（
市
町
村
が
発

行
し
た
入
居
し
よ
う
と
す
る
方

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
全
員

の
所
得
証
明
書
）

③
納
税
証
明
書
（
市
町
村
が
発

行
し
た
入
居
し
よ
う
と
す
る
方

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
全
員

の
納
税
証
明
書
ま
た
は
未
納
が

な
い
証
明
書
）

④
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と

す
る
方
全
員
の
住
民
票
の
写
し
）

⑤
婚
姻
し
て
１
年
以
内
の
人

は
、
戸
籍
謄
本

⑥
婚
約
者
を
有
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
事
実
を
確
認
で
き

る
書
類
（
婚
約
証
明
書
）

選
考
方
法

規
定
に
よ
り
選
考
に
は
次
の

優
先
順
位
が
あ
り
ま
す

１
位
順
位…
入
居
申
込
時
に

婚
姻
し
て
１
年
以
内
の
方
ま

た
は
婚
約
者
を
有
し
６
カ
月

以
内
に
婚
姻
す
る
こ
と
が
確

実
な
方

２
位
順
位…

入
居
申
込
時
に

満
15
歳
以
下
の
扶
養
親
族
を

有
す
る
方

　

選
考
後
、
入
居
申
込
者
が

募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

※

申
込
書
の
配
布
、
受
付
は

建
設
課
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

桜
ヶ
丘
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集問

い
合
わ
せ

建
設
課
住
宅
係

（
内
線
２
０
８
５
）

住宅名
（所在地）

募集
戸数 号数 家賃月額 構造 床面積 間取り共益費

月額建築年

桜ヶ丘
（佐野852）

１号館
１戸 202 S41 35,000円 1,100円 RC４階 57.96㎡ 3DK

※今回募集する住宅は、先住者が退去した空家住宅を居住に支障のないよう補修したものです。
　新築住宅のような状態ではなく、修繕などについてできかねる箇所もありますのでご了承ください。

申込書配布期間　３月４日（月）～18日（月）
申込書受付期間　３月11日（月）～18日（月）

山間部（花園地区）にある町営住
宅については、今回の空家募集
とは別に随時、入居募集を行って
いますので、こちらの詳細につい
ても、お問い合わせください。

団地名
（所在地）

募集
戸数 建築年 月額家賃（円） 構造 床面積 間取り

笠田
（笠田東215）

渋田
（西渋田28）

１戸

１戸

S40

S45

3,100～6,200

4,100～8,100

簡易耐火平屋

簡易耐火平屋

2K、浴室なし

2K、浴室スペ
ースのみ

32.0㎡

34.0㎡

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

②
本
人
お
よ
び
同
居
者
の
合

計
年
間
総
所
得
額
が
条
例
で

定
め
る
規
定
内
（
月
額
15
万

８
千
円
以
下
、
裁
量
階
層
に

あ
っ
て
は
月
額
21
万
４
千
円

以
下
）
の
方

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方
で
、
定
め
ら
れ
た
家
賃

お
よ
び
敷
金
を
支
払
う
能
力

を
有
す
る
方

④
本
人
お
よ
び
同
居
者
が
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と

※
申
込
書
の
配
布
、
受
付
は

建
設
課
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
入
居
申
込
資
格
の
詳
細
や

家
賃
額
、
必
要
書
類
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
住
宅

係
（
内
線
２
０
８
５
）
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所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
民
税
・

県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

平
成
31
年
度
固
定
資
産（
評
価
額・課
税
台
帳
）

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
民

税
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は
３

月
15
日（
金
）で
す
。

　

町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、

平
成
30
年
中
の
収
入
金
額
の
多

少
に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
不
要

で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
所
得
が
把
握
で
き
な
い
場

合
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

会
場　

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

期
間　

３
月
15
日（
金
）ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
、

日
を
除
く
）

※

最
終
日
に
確
定
申
告
の
申
告

相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
午
前
中

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

庁
内
申
告
相
談
会
場

　

納
税
者
自
身
が
書
い
て
作
成

す
る
「
自
書
申
告
」
が
原
則
で

す
。

　

営
業
や
農
業
、
不
動
産
貸
付

な
ど
の
事
業
収
入
の
あ
る
方
は
、

事
前
に
売
上
や
経
費
を
項
目
別

に
整
理
・
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
も
、

事
前
に
医
療
機
関
・
受
診
者
別

に
支
払
金
額
を
集
計
し
、
医
療

費
控
除
の
明
細
書
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
会
場
へ
ご
来
場
の

際
、
事
前
準
備
が
不
十
分
な
場

合
は
、
申
告
書
作
成
に
相
当
の

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

事
前
準
備

　

土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の

売
却
な
ど
に
よ
る
譲
渡
所
得
の

あ
る
方
で
、
確
定
申
告
が
必
要

な
方
は
、
税
務
署
で
申
告
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
住
民
税

係
（
内
線
２
０
４
２
）

譲
渡
所
得
の
申
告

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

の
適
正
さ
を
判
断
で
き
る
制
度

で
す
。

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、
評
価
額
を
記
載
）

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家

屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
を
記

載
）

　

土
地
の
納
税
者
の
方
は
、
町

内
す
べ
て
の
土
地
の
評
価
額
を
、

ま
た
、
家
屋
の
納
税
者
の
方
は
、

町
内
す
べ
て
の
家
屋
の
評
価
額

を
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日（
月
）〜
９
月

30
日（
月
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
ま
で
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

場
所　

税
務
課

　
　

（
役
場
⑤
番
窓
口
）

◆
土
地・家
屋
の

　

評
価
額
の
縦
覧
制
度

　

納
税
者
本
人
が
、
自
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
確
認

で
き
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
借
地
人
、
借
家
人
の

方
が
、
借
地
・
借
家
部
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
確
認

し
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
記
載

事
項
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

貸
借
関
係
と
貸
借
物
件
が
わ

か
る
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

閲
覧
・
証
明
書
交
付
開
始
日　

４
月
１
日（
月
）〜

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
内
線
２
０
４
３
）

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳

　
（
土
地・家
屋・償
却
資
産
）の

　

閲
覧
制
度
お
よ
び
証
明
制
度

　
　
　

 

平
成
30
年
度

市
民
公
開
講
座

　

世
界
有
数
の
長
寿
国
と
な
っ

た
我
が
国
で
は
、
認
知
症
は
誰

に
と
っ
て
も
人
ご
と
で
は
な
い

時
代
と
な
り
ま
し
た
。
大
切
な

こ
と
は
、
も
の
忘
れ
や
認
知
症

の
種
類
に
つ
い
て
み
ん
な
で
理

解
し
、
周
囲
の
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
に
よ
っ
て
日
常
生
活
を
継
続

し
て
い
け
る
環
境
作
り
と
考
え

ま
す
。
支
え
あ
い
、
住
み
よ
い

社
会
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で

認
知
症
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

３
月
23
日（
土
）午
後
２

時
〜

場
所　

橋
本
市
教
育
文
化
会
館

２
階
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

「
も
の
忘
れ
が
気
に

な
り
始
め
た
ら
」　

講
師　

廣
西　

昌
也
氏
（
和
歌

山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
紀

北
分
院
副
分
院
長
、
脳
神
経
内

科
教
授
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人

伊
都
医
師
会
事
務
局
（
☎
０
７

３
６―

33―

１
９
２
３
）

開
催
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◎
人
権
作
文
優
秀
賞
◎

「
い
じ
め
」

大
谷
小
学
校
６
年　

青 

山 

星 

那

　

私
は
小
学
六
年
生
で
「
い
じ

め
」
問
題
は
と
て
も
身
近
な
問

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ス
番
組
で
も
時
々
「
い
じ
め

に
よ
る
自
殺
」
を
聞
い
た
り
し

ま
す
。
人
は
一
人
一
人
個
性
が

あ
り
、
性
格
も
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
た
め
考
え
た
り
、
感
じ
た

り
す
る
に
も
様
々
な
考
え
や
、

意
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
一
人
一
人
理
解
し
て
い
れ
ば

「
い
じ
め
」
は
、
起
き
る
こ
と

は
な
い
の
に
と
私
は
思
い
ま
す
。

い
じ
め
る
人
は
、
自
分
が
正
し

い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
ち
が

っ
た
考
え
や
意
見
が
出
て
く
る

と
、
そ
れ
に
対
し
こ
う
げ
き
を

す
る
。
い
じ
め
て
い
る
本
人
も
、

他
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
考
え
が

ち
が
う
な
と
思
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
心

の
中
に
、
ス
ト
レ
ス
や
な
や
み
、

不
安
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に

対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
思
い
の
先
を

「
い
じ
め
」
に
よ
っ
て
解
消
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
本
当
は
自
分
自
身
と

向
き
合
い
、
問
題
と
な
る
も
の

に
対
し
、
自
分
で
考
え
、
答
え

を
出
す
必
要
が
あ
る
の
に
と
考

え
て
い
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
側
は
、
一
人
で
な
や
み
苦

し
み
、
心
の
余
裕
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
だ
れ

か
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と

考
え
ま
す
。
け
っ
し
て
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
側
が
、
悪
い
こ
と

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
人
を
お
い
つ
め
て
し
ま
う

ほ
ど
心
に
き
ず
を
あ
た
え
て
し

ま
う
い
じ
め
。
し
て
は
い
け
な

い
と
み
ん
な
知
っ
て
は
い
る
け

れ
ど
、
自
分
の
心
に
勝
て
な
い

か
ら
し
て
し
ま
う
。
も
う
少
し

み
ん
な
が
、
自
分
の
心
と
向
き

合
い
、
心
の
声
に
耳
を
か
た
む

け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
私
は
思

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
友
達
と
話
を
し
て
い

る
時
、
友
達
の
表
情
を
見
て
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
相
手

に
伝
わ
っ
て
い
る
か
確
認
す
る

た
め
で
す
。
自
分
の
思
い
が
相

手
に
伝
わ
る
と
誤
解
を
生
む
こ

と
は
な
い
か
ら
で
す
。
自
分
の

事
ば
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
、

必
ず
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
心
は
目
に
見
え
た
り
、

形
と
な
っ
て
表
現
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

一
人
一
人
が
、
気
を
付
け
て
思

い
や
り
の
心
を
も
つ
こ
と
が

「
い
じ
め
」
を
な
く
す
一
つ
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

産前産後期間の国民年金保険料が免除に
　４月１日（月）から、国民年金第１号被保険者が出産を行った
際には、出産前後の一定期間の国民年金保険料が免除される制
度が始まります。

「和泉かつらぎ観光路線バス」が運行終了
　平成29年４月から実証実験運行していた「和泉かつらぎ観光
路線バス」は、利用者数が少ないため、３月31日（日）をもって
運行を終了します。

免除期間　出産予定日または出産日が属する月の前月から４カ
　　　　　月間
　　　　　※多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属
　　　　　　する月の３カ月前から６カ月間
対 象 者　国民年金第１号被保険者で出産日が平成31年２月１
　　　　　日以降の方
届出時期　出産予定日の６カ月前から届出可能です。ただし、
　　　　　新制度のため４月１日以降の届出となります。
　　　　　※出産とは、妊娠85日（４カ月）以上の出産をいい
　　　　　　ます。（死産、流産、早産された方を含みます。）

問い合わせ　健康推進課保険年金係（内線２０５８）

問い合わせ　総務課総務係（内線２０２１）
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２
月
11
日（
建
国
記
念
の
日
）、
三

谷
こ
ど
も
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン

会
場
に
「
第
37
回
み
ん
な
で
走
ろ
う

三
谷
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町
か

ら
も
参
加
が
あ
り
、
総
勢
２
８
８
名

の
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス

を
走
り
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
の
成
績
優
秀
者
（
１
位

〜
３
位
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

まちまちのわだいわだいまちのわだい

第
37
回
三
谷
マ
ラ
ソ
ン
開
催

※

☆
印
は
大
会
新
記
録
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

子ども文化祭開催
　１月26日（土）、27日（日）に総合文化会館で「第39
回かつらぎ町子ども文化祭」が開催されました。
　両日行われた作品展示の部では、子どもたちの作
品が多数展示され、訪れた皆さんは子どもたちの豊
かな発想や創造力に感心していました。
　また、27日午後から行われた舞台発表の部では、
合唱や太鼓、ダンスなどが披露され、子どもたちの
一生懸命な姿に会場は大いに盛り上がりました。ま

かつらぎ町優良青少年表彰
　青少年で、その行いが他の模範と認
められる方、また日ごろから青少年の
健全育成に尽力され、その功績が顕著
な方を対象として行われる「かつらぎ
町優良青少年」の表彰が行われました。
受賞されたのは、次の方々です。

西風　陽向美さん（笠田中学校３年）
齊藤　沙紀さん（妙寺中学校３年）
山下　柾宗さん（橋本高等学校２年・かつらぎリーダークラブ会長）

た、発表後のインタビューでは、「練習で、小
さい子にわかりやすく教えるのが難しかったで
す。」「緊張したけれど、上手くできて良かっ
たです！」など、子どもたちは練習や舞台発表
を行うことにより、仲間と何かを行う難しさや、
それを終えた時の達成感を感じられた様子でし
た。
　開会式では、「かつらぎ町優良青少年」「青
少年健全育成・非行防止標語」の表彰式や、和
歌山県代表として「全国中学ビブリオバトル大
会」へ出場される井戸幸祐さん（笠田中学校２
年）の発表も行われました。

(写真左から) 山下さん、齊藤さん、西風さん

青少年健全育成・非行防止標語最優秀賞表彰
　青少年健全育成・非行防止を目的
とし、かつらぎ町青少年育成連絡協
議会が、町内の小・中学校から作品
を募集し、小学生656作品、中学生
380作品の計1,036作品の中から選出
された最優秀賞の表彰が行われまし
た。受賞されたのは、次の方々です。

木村　僚吾さん（妙寺小学校３年）
松岡　朱理さん（妙寺小学校５年）
森下　紗楽さん（笠田中学校２年）

(写真左から) 木村さん、松岡さん、森下さん

発表
の部

展示
の部
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高齢者叙勲受章
　１月21日（月）、岡田政治さん
（佐野）に対する高齢者叙勲の伝
達式があり、教育長より叙勲表
彰と県知事お祝状、町長よりお
祝状の贈呈が行われました。
 今回の受章は、40年間に渡り
教員として教育行政に携わり、
和歌山県の教育行政の発展・充
実に尽力した功績によるもので
す。

　１月17日（木）、長年にわ
たり地域で支援を要する子
どもたちの応援活動に尽力
された中澤浩二さん（笠田
東）にかつらぎ町要保護児
童対策地域協議会飯塚委員
長から感謝状が贈呈されま
した。

永年勤続民生委員・
児童委員表彰
　９月27日（木）、吉田武治さん（妙寺）、髙嶋
眞智子さん（兄井）が全国民生委員児童委員連
合会会長から表彰されました。
　お二人とも、長きにわたり活動を続けら
れ、社会福祉の推進に尽くされた功労が認
められての受賞です。

第18回全日本小学生ソフトテニス選手権大会に出場
　12月２日（日）、第18回全日本小学生ソフトテニス選手権大会の県予選会が白浜町テニスコート
で開催され、海野紘央さん（笠田小６年、写真左）が男子シングルスの部で２位入賞、北村朱寿加
さん（笠田小４年、写真中）が女子ダブルス４年生以下の部で３位入賞、中邑夢弥さん（妙寺小３
年、写真右）が男子ダブルス４年生以下の部で３位入
賞し、三人は３月29日（金）～31日（日）に千葉県白子町
で開催される全日本小学生大会に和歌山県代表として
出場します。
　海野さんは「シングルスの全国大会は初めてですが、
上位進出めざしてがんばりますので応援よろしくお願
いします。」、北村さんは「はじめての全国大会ですが
チームワークを大切にし、優勝目指してがんばりたい
です。」、中邑さんは「はじめての全国大会ですので思
い切って元気よくプレーしてがんばりたいです。」と
コメントしました。

　町広報担当では、地域（自治区・町内会は問いません）の話題を
募集しています。地元で取り組まれていることや、広く町民の方に
知っていただきたい情報などをお寄せください。内容によっては、
広報に掲載を行う予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ　総務課総務係広報担当（内線２０２５）

広報担当より
お知らせ

地域の子ども応援活動に
感謝状を贈呈
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募
集
期
間　

３
月
１
日（
金
）〜

11
日（
月
） 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
、
日
を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教

育
総
務
課
総
務
係
（
内
線
３
０

１
３
）

募
集
人
員　

１
名

勤
務
場
所　

町
立
梁
瀬
小
学
校

業
務
内
容　

学
校
に
お
け
る
校

務
一
般
（
小
学
校
管
理
棟
・
教

室
棟
の
施
錠
、
学
校
敷
地
内
の

清
掃
・
ゴ
ミ
の
搬
出
、
来
客
対

応
や
電
話
対
応
な
ど
）

雇
用
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜

９
月
30
日（
月
）

※

以
降
も
継
続
の
予
定
あ
り

勤
務
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜

午
後
４
時
（
７
時
間
45
分
）

応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第

16
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に

該
当
し
な
い
者
・
雇
用
開
始
時

点
で
、
原
則
65
歳
未
満
の
方

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

了
の
方（
最
大
荷
重
１
ｔ
以
上
）

④
代
替
要
員
の
確
保
が
で
き
る

方選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

募
集
期
間　

３
月
１
日（
金
）〜

11
日（
月
） 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
、
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

住

民
福
祉
課
生
活
環
境
係
（
内
線

２
２
３
０
）

募　

集 InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

３月の３月の３月の

お知らせ

学
校
校
務
員
募
集

　

町
行
政
に
つ
い
て
感
じ
た
こ

と
を
、
報
告
書
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
意
見
交
換
の
場

で
発
言
し
て
い
た
だ
い
た
り
し

ま
す
。

期
間　

平
成
31
年
委
嘱
日
〜
平

成
33
年
３
月
末

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
20
歳

以
上
の
女
性
の
方

募
集
人
員　

５
名

※

希
望
者
多
数
の
場
合
は
作
文

内
容
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

提
出
書
類　

氏
名
、
住
所
な
ど

を
記
入
の
上
、
町
に
対
し
て
思

う
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
な
ど
簡

単
な
作
文
を
提
出
し
て
い
た
だ

町
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

和
歌
山
県
警
察
で
は
、
警
察

官
の
採
用
試
験
受
験
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
１
日（
金
）〜

４
月
５
日（
金
）

第
１
次
試
験　

５
月
12
日（
日
）

受
験
資
格　

平
成
32
年
４
月
１

日
現
在
33
歳
未
満
で
、
大
学
卒

業
者
（
平
成
32
年
３
月
卒
業
見

込
み
を
含
む
）

◆
採
用
説
明
会

日
時　

３
月
10
日（
日
）午
前
10

時
〜

場
所　

か
つ
ら
ぎ
警
察
署

そ
の
他　

申
し
込
み
不
要

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
警
察

署
警
務
課
（
☎
22―

０
１
１

０
） 警

察
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付　

随
時

試
験
日　

受
付
時
に
説
明

◆
予
備
自
衛
官
補

資
格
《
一
般
》
18
歳
以
上
34
歳

未
満
《
技
能
》
18
歳
以
上
で
採

用
案
内
に
記
載
す
る
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
有
す
る
方

受
付　

４
月
12
日（
金
）ま
で

試
験
日　

４
月
20
日（
土
）〜
24

日（
水
）の
う
ち
１
日
を
指
定

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部
橋
本
地
域
事
務

所
（
☎
０
７
３
６―

32―

０
７

４
４
）

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

　

平
成
31
年
度
４
月
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下

さ
い
。

出
願
期
間　

３
月
17
日（
日
）

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
和
歌

山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３

―

４
３
１―

０
３
６
０
）

放
送
大
学
学
生
募
集

募
集
人
員　

２
事
業
体

業
務
内
容　

分
別
ご
み
収
集
運

搬
に
関
す
る
こ
と
、
資
源
ご
み

分
別
作
業
お
よ
び
搬
入
に
関
す

る
こ
と
、
不
燃
物
中
間
処
理
場

で
の
現
場
作
業
な
ど

委
託
期
間　

４
月
１
日（
月
）〜

平
成
32
年
３
月
31
日（
火
）

委
託
料　

月
額
21
万
円

応
募
資
格　

①
町
内
在
住
の
方
②
年
間
を
通

じ
て
業
務
が
可
能
な
方
③
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク・ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
収
集
運
搬
業
務

受
託
者
募
集

き
ま
す
（
様
式
自
由
）。

応
募
方
法　

直
接
持
参
し
て
い

た
だ
く
か
、
郵
送
の
い
ず
れ
か

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

３
月
29
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

総

務
課
総
務
係
（
内
線
２
０
２

５
）
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只今空室ございます

かつらぎ町役場庁舎より車で22分

心
配
ご
と
・
法
律
相
談

３
月
11
日（
月
）、
25
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会（
☎
22―
４
３
１
１
）　　

就
職
相
談

３
月
12
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

３
月
19
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

３
月
６
日（
水
）、
27
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

消
費
生
活
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る｢

消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
３
月
５
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
３
月
12
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
３
月
19
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
３
月
26
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
２
１
２
）

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６―

33

―

４
９
０
９
）

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…
」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

３
月
１
日（
金
）、
15
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

相　

談

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

３
月
４
日（
月
）、
５
日（
火
）、

11
日（
月
）、
12
日（
火
）、
18
日

（
月
）、
19
日（
火
）、
25
日（
月
）、

26
日（
火
）、
４
月
１
日（
月
）、

２
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

３
月
６
日（
水
）、
４
月
３
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）
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ゴ
ー
ル
デ
ン
街
コ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　

馳　

星
周

ピ
ー
ク　
　
　
　

堂
場　

瞬
一

帰
去
来　
　
　
　

大
沢　

在
昌

月
ま
で
三
キ
ロ　

伊
与
原　

新

平
場
の
月　
　

朝
倉　

か
す
み

機
龍
警
察
自
爆
条
項

　
　
　
　
　
　
　

月
村　

了
衛

本
と
鍵
の
季
節　

米
澤　

穂
信

珠
玉　
　
　
　
　

彩
瀬　

ま
る

麒
麟
児　
　
　
　
　

冲
方　

丁

姫
君
の
賦　
　

玉
岡　

か
お
る

蟻
の
棲
み
家　
　

望
月　

諒
子

花
だ
よ
り　
　
　
　

高
田　

郁

光
ま
で
５
分　
　

桜
木　

紫
乃

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

し
ま
し
ま
ぐ
る
ぐ
る

　
　
　
　

か
し
わ
ら　

あ
き
お

そ
ら
の
う
え
の
そ
う
で
ん
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

歩

ハ
ニ
ー
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

楠　

章
子

給
食
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
　
　
　
　
　

如
月　

か
ず
さ

金
栗
四
三　
　
　

佐
野　

慎
輔

心
と
体
が
の
び
の
び
育
つ
０
〜

２
歳
児
の
あ
そ
び
図
鑑

　
　
　
　
　
　

波
多
野　

名
奈

キ
ン
モ
ク
セ
イ　
　

今
野　

敏

水
曜
日
の
手
紙　

森
沢　

明
夫

♯
名
画
で
学
ぶ
主
婦
業

　
　
　
　
　
　

田
中　

久
美
子

基
本
が
身
に
つ
く
書
道
の
教
科

書　
　
　
　
　
　

青
山　

浩
之

医
者
が
考
案
し
た
「
長
生
き
み

そ
汁
」　
　
　
　

小
林　

弘
幸

60
代
か
ら
楽
し
く
は
じ
め
る

「
株
」１
年
生　
　

櫻
井　

英
明

家
中
ス
ッ
キ
リ
片
づ
く
！
「
つ

っ
ぱ
り
棒
」
の
便
利
ワ
ザ

　
　
　
　
　
　

竹
内　

香
予
子

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

問い合わせ　図書館（内線３０２０）

　図書館で購入している雑誌や本の付録など
が抽選で当たります。応募期間中、本を借り
るごとに、１枚応募券をお配りしますので、
応募してください。
＊応募券の配布はひとり１日１枚まで
応募期間　３月２日（土）～３月22日（金）
応募方法　館内に掲示してある欲しい付録の番
　　　　　号、貸出利用券番号、氏名、電話番
　　　　　号を応募券に記入し、図書館内にあ
　　　　　る応募箱に入れてください。
抽選発表　４月２日（火）
引換期間　４月２日（火）～４月30日（火）
※抽選結果については、引換期間中図書館内に
掲示しています。当選者への個別の連絡はして
いませんので、各自でご確認ください。

付録プレゼントします！

沢
庵
漬
幾
種
た
め
そ
か
温
き
昼
大
根
洗
う
愉
快
な
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

和
美

平
成
の
終
り
の
時
を
迎
え
い
る「
一
日
一
生
」悔
い
な
き
日
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

宏
子

ス
マ
ホ
す
る
母
に
寄
り
添
う
幼
子
の
眼
さ
び
し
く
乏
し
き
絆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川　
　

瞳

夫
と
行
き
し
樫
野
岬
の
灯
台
を
思
い
出
す
な
り
水
仙
咲
け
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
田　

一
美

諺
を
習
い
し
曽
孫
三
才
児
猫
に
小
判
寝
耳
に
水
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
岡
寿
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）

輪
に
な
っ
て
焚
火
に
か
ざ
す
働
く
手　
　
　
　
　

井
上
美
意
子

待
合
室
咳
そ
こ
此
処
に
皆
無
口　
　
　
　
　
　
　

菅
野
美
和
子

暖
房
の
進
化
と
共
に
生
き
し
幸　
　
　
　
　
　
　

中
谷　

つ
た

ふ
ら
こ
こ
に
揺
ら
れ
て
空
が
近
く
な
り　
　
　
　

塙
坂　

安
子

も
の
の
芽
の
呟
や
く
如
く
動
き
そ
む　
　
　
　
　

山
田　

松
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
土
会
）

 １(金)・ ４(月)
11(月)・18(月)
25(月)・31(日)

※

※「
ふ
ら
こ
こ
」
…
ブ
ラ
ン
コ
の
意



generic name（一般名、成分名）が記載されることが多く「generics」（ジェネリック医薬品）と呼
ばれ、世界共通の呼称となっています。世界の使用割合は、2016年のデータで、アメリカが91.7％、
ドイツが86.3％、日本が59.0％となっています。一方で、ジェネリック医薬品は、新薬と有効性・安
全性・品質が同等として、すなわち治療学的に同等として、国によって承認されますが、一般的に数
百億円といわれる研究開発費用が低く抑えられることから、薬価（薬の価格）が安くなります。その
結果、患者さん自身の自己負担が軽減できることはもちろんですが、少子高齢化が進む日本では今後
　　　　　　　　　　　　も医療費の増大が予想されることから、国の医療費を削減することにより、
　　　　　　　　　　　　国民皆保険制度を維持していくために推進されています。日本のジェネリ
　　　　　　　　　　　　ック医薬品使用割合の目標は、2020年９月末までに80％ですが、2017年度
　　　　　　　　　　　　の結果は、全国平均69.6％、最高は沖縄県80.4％で、最低は徳島県61.3％
　　　　　　　　　　　　で和歌山県は66.5％でした。
　　　　　　　　　　　　　当院でも患者さんの自己負担軽減と医療費削減を目的として、ジェネリ
　　　　　　　　　　　　ック医薬品を提供できるよう取り組んでおります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紀北分院　薬局長　齊藤喜宣）

広報かつらぎ  平成31年（2019年）3月号15

和歌山県立医科大学附属病院紀北分院
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬
品）の特許などの期間満了後に販売される医薬品として知
られています。特許権が得られた新薬については、法律の
定めるところにより、一定期間、独占的に製造・販売でき
る特許期間があり、その期間が終わると、有効成分や製法
などは世界共有（国民共有）の財産となり、世界のどの医
薬品メーカーでも承認が得られた国で製造・販売が可能と
なります。薬によってはジェネリック医薬品がないものも
あります。また、欧米では、処方せんに銘柄名ではなく、

ジェネリッ
ク

医薬品につ
いて

問い合わせ　和歌山県立医科大学附属病院紀北分院（ ２２－００６６）

健康ひろば健康ひろば健康ひろば

平成30年度　こころの健康づくり講座

日　　時　３月11日（月）
　　　　　午後２時～３時30分（受付１時30分～）
場　　所　保健福祉センター２階
対　　象　町内在住もしくは町内にお勤めの方、
　　　　　テーマに関心のある方
講　　師　心理臨床家　高垣　忠一郎　氏
申込締切　３月８日（金）※当日参加可

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５９）

つい「がんばりすぎてしまう」あなたへ　～生きづらさと自己肯定感～
　高垣氏はこれまでの著書でも自己肯定感について書かれてお
ります。今回は自己肯定感についてご講演いただき、こころの
健康づくりにお役立ていただければと思います。
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・３月14日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

３月15日㈮
10:00～11:00

４月19日㈮
10:00～11:00

３月８日㈮
10:00～11:00

４月12日㈮
10:00～11:00

３月７日㈭
10:00～11:00

３月14日㈭
10:00～11:00

４月18日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

渋田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

妙寺公民館

妙寺公民館

見好公民館

☆子ども１人100円必要

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

記念カードをつくろう
身長・体重を測定します

“たのしい音楽会”
こうちゃんと
ほっこりシスターズ登場

親子体操をします
運動ができる服装でお越しください

なかよし広場は図書館と共催で人形劇を見ました。子どもとのふ
れ合いを大切に「どんどん見てね」という楽しい人形劇でした。

赤ちゃんクラブ「よちよち」でクッキングをしました。メニュー
は「米粉のお好みやき」を作りました。

・３月14日（木） 午後3時～3時45分
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・３月25日（月） 午前10時～11時

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・３月21日（木） 午前10時～11時
※祝日のため、お休みです
※４月から第４水曜日になります

※４月から午前10時～11時になります

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・３月28日（木） 午前10時～11時

なかよし広場

※４月から第３水曜日になります

※３月はお休みです。
　平成31年度は５月から始まります。

● 園庭開放
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、3歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成30年９月生まれ
平成30年11月生まれ

平成27年８月生まれ
平成27年９月生まれ

平成30年４月生まれ

平成30年５月生まれ

平成29年１月生まれ

平成29年２月生まれ

平成30年８月生まれ

平成30年３月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

３月27日㈬
13:00～14:00
３月19日㈫
13:00～14:00

３月５日㈫
9:30～10:00

４月２日㈫
9:30～10:00

３月４日㈪
9:30～10:00
４月１日㈪
9:30～10:00

４月12日㈮
13:30～15:30
３月６日㈬
13:30～14:30
３月20日㈬
13:30～14:30
３月６日㈬
10:00～11:00

平成30年４月生まれ

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

３月７日㈭
４月４日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談 ● 献血

３月11日㈪
かつらぎ町役場庁舎前
築 野 食 品 工 業 ㈱

10:00～12:30
14:00～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「健康チェック　自分のからだを知ろう」
日　　時　４月10日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆４月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

「糖尿病とストレス」
日　　時　３月13日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆３月の内容

※最初に体操をします。
　水分補給の用意も忘れずに！

４月３日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

３歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

平成30年９月・10月生まれ
平成30年11月・12月生まれ 股関節異常の有無３月13日㈬

13:15～13:30股関節検診

３月の保健カレンダー月の保健カレンダー３月の保健カレンダー

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室
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